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おもな内容

日 光 庁 舎

藤 原 庁 舎

　これまでの庁舎は、駐車場を含めて市民の皆さん
に大変ご不便をかけてきましたが、新庁舎は、構造
上誰もが快適に利用しやすいようになっており、機能
等も充実しています。市民の皆さんの積極的な利活用
を期待します。

⌘ 地域の拠点となる
日光庁舎と藤原庁舎が完成しました
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２月22日　新日光庁舎内覧時の様子

第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
と
結
果

第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
と
結
果

事

件

件

名

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
﹇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
﹈

日
光
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
決
結
果

報　
　

告

原
案
可
決

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

２ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

３ 

号

議 
 
 
 

案

第 

４ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て

原
案
可
決

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

５ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

６ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

７ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
銅
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

８ 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

９ 

号

議 
 
 
 

案

第 

10 

号

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

11 

号

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
同
意

議 
 
 
 

案

第
12
・
13
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
適
任

報
　

 
 

告

第

 

１

 

号

議

員

議

案

第 

１ 

号

議 
 
 
 

案

第 

１ 

号

議 
 
 
 

案

第 

15 

号

日
光
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

16 

号

日
光
市
ご
み
減
量
化
等
推
進
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

17 

号

日
光
市
ふ
く
ろ
う
の
森
手
塚
登
久
夫
石
彫
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

14 

号

日
光
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

定
例
会
議
案
審
議

議 
 
 
 

案

第 

19 

号

日
光
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

20 

号

日
光
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
日
光
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

23 

号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 
21 

号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

22 
号

日
光
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

18 

号

日
光
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

24 

号

日
光
市
立
保
育
所
及
び
日
光
市
立
家
庭
的
保
育
等
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

25 

号

日
光
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

26 

号

日
光
市
障
が
い
児
通
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決
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一
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平成30年 第１回定例会の議員別賛否一覧

○ … 賛成　　● … 賛成でない者　　－ … 退席等　（賛否が分かれたもののみ掲載）

議案番号

採決結果

可：否

野沢　一敏

大門　陽利

阿部　和子

齊藤　正三

小久保光雄

齋藤　文明

粉川　昭一

荒川　礼子

青田　兆史

瀬高　哲雄

福田　悦子

加藤　　優

手塚　雅己

山越　梯一

斎藤　伸幸

福田　道夫

生井　一郎

加藤　雄次

佐藤　和之

田村　耕作

山越　一治

川村　寿利

筒井　　巌

和田　公伸

斎藤　信夫

鷹觜　孝委

三好　國章

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

1号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

‐

議 
 
 
 

案

第 

27 

号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

30 
号

日
光
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

28 

号

日
光
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 
29 

号

日
光
市
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

32 

号

日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

33 

号

日
光
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

36 

号

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
「
鬼
怒
川
公
園
岩
風
呂
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

34 

号

日
光
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

35 

号

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
供
給
施
設
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

31 

号

日
光
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第
39
・
40
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
﹇
大
谷
向
〜
豊
田
線
﹈（
外
１
件
）

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

37 

号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
﹇
豊
田
芳
端
線
﹈

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第 

38 

号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
﹇
大
谷
向
〜
豊
田
線
及
び
若
林
前
〜
庚
塚
線
﹈

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第
45
〜
47
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
﹇
中
三
依
・
独
鈷
沢
辺
地
﹈（
外
２
件
）
原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第
41
〜
44
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
﹇
湯
元
辺
地
﹈（
外
３
件
）

原
案
可
決

議 
 
 
 

案

第
48
〜
52
号

平
成
29
年
度
（
２
０
１
７
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ

い
て
（
外
４
件
）

原
案
可
決

議

員

議

案

第 

３ 

号

核
兵
器
の
全
面
的
廃
絶
に
向
け
た
取
組
み
と 

全
て
の
国
々
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
で
き
る

よ
う
な 

国
際
社
会
の
構
築
に
向
け
た
役
割
を
担
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

原
案
可
決

陳
　

　

情

第 

１ 

号

核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し
、
批
准
の
手
続
き
を
求
め
る
陳
情

不 

採 

択

議

員

議

案

第 

２ 

号

栃
木
県
立
日
光
明
峰
高
等
学
校
へ
の
支
援
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

原
案
可
決

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

2号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

‐

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

3号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

‐

平
成
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）
日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

4号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

‐

日
光
市
ご
み
減
量
化
等
推
進
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

16号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

日
光
市
ふ
く
ろ
う
の
森
手
塚
登
久
夫
石
彫
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

17号

可決

22：3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

●

日
光
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

18号

可決

21：4

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

●

日
光
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

19号

可決

21：4

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

●

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

21号

可決

22：3

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

日
光
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

28号

可決

22：3

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

日
光
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

33号

可決

23：２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

平
成
29
年
度
（
２
０
１
７
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

49号

可決

22：3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

平
成
29
年
度
（
２
０
１
７
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

50号

可決

22：3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

‐

○

○

○

○

○

○

○

○

核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し
、
批
准
の
手
続
き
を
求
め
る
陳
情

陳情
１号

可決

4：２1

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

○

○

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

‐

議長のため採決には加わらない

02007790
テキストボックス
不


02007790
テキストボックス
択


02007790
テキストボックス
採




問‥

①
人
口
減
少
・
過
疎
化
対
策
に
つ

い
て
。

②
就
業
機
会
の
増
大
に
つ
い
て
。

答
（
斎
藤
市
長
）‥

①
人
口
減
少
対
策

や
過
疎
化
対
策
は
、
早
く
か
ら
主
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
全
国
的
な

人
口
減
少
の
流
れ
の
中
、
抜
本
的
な

解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　

こ
の
た
め
第
２
次
日
光
市
総
合
計

画
で
、
人
口
減
少
対
策
を
ま
ち
づ
く

り
の
重
点
施
策
と
位
置
付
け
た
う
え

で
、
日
光
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
平
成

27
年
８
月
に
策
定
し
、
42
年
後
の
２

０
６
０
年
に
人
口
５
万
人
を
維
持
す

る
こ
と
を
将
来
展
望
と
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度

ま
で
の
目
標
や
基
本
的
方
向
、
具
体

的
な
施
策
を
と
り
ま
と
め
た
日
光
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
、
人

口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
の
克
服

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　

今
後
は
、
引
き
続
き
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
目
指
す
都
市
像
を
実
現
し
、
50
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年
後
、
１
０
０
年
後
も
光
り
輝
く
日

光
市
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

②
就
業
機
会
の
増
大
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、日
光
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
及
び

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た
日
光
市

し
ご
と
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て

き
た
。

　
　

平
成
26
年
度
か
ら
ハ
ロ
ワ
ー
ク
日

光
と
の
共
同
に
よ
る
合
同
企
業
面
接

会
を
開
催
し
て
き
た
。
平
成
29
年
度

は
併
せ
て
企
業
説
明
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
９
名
の
新
規
就
労
に
つ
な
が

っ
た
。

　
　

企
業
誘
致
は
、
平
成
８
年
４
月
に

分
譲
開
始
し
た
大
日
光
（
轟
）
工
業

団
地
が
平
成
29
年
度
中
に
完
売
の
見

込
み
と
な
り
、
団
地
に
は
６
社
約
３

０
０
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
　

今
後
と
も
、
雇
用
・
就
業
機
会
の

拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
日
光
市
の
更

な
る
発
展
を
期
待
す
る
。

一
　
般
　
質
　
問

○○○○議員

議員顔写真下の二次元コードを
スマートフォンのバーコード
リーダーで読み取ると、その議
員の一般質問の録画中継を視聴
できます。

検索検索日光市議会　中継

掲載内容は質問と答弁を要約したのもです。
すべての質問と答弁は市議会ホームページで
視聴できます。

加藤雄次議員
（光風）

動画視聴▶

今
後
の
日
光
市
に
つ
い
て

今
後
の
日
光
市
に
つ
い
て



問‥

①
住
民
説
明
会
等
に
お
け
る
市
民

や
事
業
者
か
ら
の
意
見
は
。
ま
た
、

制
度
開
始
後
の
課
題
は
。

　

②
支
援
制
度
の
拡
充
の
考
え
は
。

答
（
青
木
産
業
環
境
部
長
）‥

①
家
庭

ご
み
有
料
化
に
向
け
、
平
成
29
年
５

月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
説
明
会
を
１

８
８
自
治
会
で
、
ひ
か
り
の
郷
に
っ

こ
う
出
前
講
座
を
12
団
体
で
実
施
し
、

１
１
３
４
件
の
意
見
、
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　

主
な
内
容
は
、
対
象
と
な
る
ご
み

の
種
類
、
分
別
の
促
進
に
関
す
る
こ

と
が
４
１
０
件
、
不
法
投
棄
の
増
加

や
指
定
ご
み
袋
を
使
わ
ず
に
出
さ
れ

た
ご
み
の
処
理
な
ど
が
１
２
９
件
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
な
ど
が

１
３
４
件
、
指
定
ご
み
袋
の
使
い
方

や
販
売
店
に
つ
い
て
１
５
１
件
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
対
し
、
そ

の
対
応
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
　

事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
定

は
、
市
内
の
事
業
者
約
３
９
０
０
社

へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
と
、
新

た
な
適
正
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

な
ど
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

問‥

東
和
町
〜
御
幸
町
の
歩
道
整
備
状

況
は
。

答
（
阿
部
建
設
部
長
）‥

当
該
箇
所
の

歩
道
整
備
は
、
平
成
26
年
11
月
に
沿

道
の
自
治
会
長
５
名
の
連
名
に
よ
り
、

天
理
教
前
か
ら
日
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
間
の
歩
道
整
備
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
。
県
道
を
含
め
た
延
長
１
３

２
０
ｍ
の
区
間
に
お
い
て
、
歩
道
の

拡
幅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
・
電

柱
の
位
置
の
変
更
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　

要
望
書
の
提
出
を
受
け
現
地
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
歩
道
内
に
あ
る

電
柱
に
よ
り
歩
道
幅
が
狭
く
な
っ
て

い
る
箇
所
が
多
数
あ
る
こ
と
、
道
路

に
隣
接
す
る
土
地
の
乗
り
入
れ
部
が

平
坦
で
な
い
こ
と
、
交
差
点
部
の
歩

道
に
段
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
を

来
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
県

道
の
管
理
者
で
あ
る
日
光
土
木
事
務

所
と
協
議
を
行
い
、
こ
の
区
間
の
一

体
的
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
事
業
の
実
施
に
向
け
、

関
係
自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
会
を

市議会からこんにちは／2018.4.25
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数
回
行
い
、
そ
の
中
で
計
画
案
に
対

す
る
意
見
を
伺
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

計
画
に
は
お
お
む
ね
賛
成
と
い
う
意

見
が
あ
る
一
方
で
、
民
地
へ
の
電
柱

移
設
に
対
す
る
地
権
者
の
協
力
、
現

在
の
車
道
幅
を
極
力
変
更
し
な
い
た

め
の
片
側
の
み
の
歩
道
整
備
な
ど

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、
地
元
説
明
会
を
平
成
30
年
度

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
事
業
の
着
工
時
期
は
、
地

元
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
平

成
31
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
を
導

入
で
き
る
よ
う
、
日
光
土
木
事
務
所

と
と
も
に
取
り
組
む
。

問‥
条
件
が
整
え
ば
、
平
成
31
年
度
か

ら
の
着
工
か
。

答
（
建
設
部
長
）‥

指
摘
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
市
と
地
方
公
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
○
日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
全
般
に
つ

い
て

　
　

事
業
者
か
ら
は
、
ご
み
処
理
手
数

料
の
引
き
下
げ
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

理
解
を
お
願
い
し
た
。

　
　

課
題
と
し
て
は
、
不
法
投
棄
や
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
指
定
ご
み
袋

を
使
わ
な
い
不
適
正
な
排
出
の
対
応

と
捉
え
、
地
域
と
行
政
が
連
携
を
図

り
、
不
法
投
棄
、
不
適
正
排
出
の
防

止
に
努
め
る
。

②
家
庭
ご
み
有
料
化
制
度
は
、
全
て
の

市
民
に
一
定
の
負
担
を
求
め
る
も
の

で
、
負
担
の
平
等
性
・
公
平
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
子

育
て
・
介
護
支
援
と
し
て
の
紙
お
む

つ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
等
で

収
集
し
た
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
衣
類
や
古
布
類
な
ど
を
有
料
化
の

対
象
外
品
目
と
し
、
社
会
的
配
慮
か

ら
生
活
保
護
世
帯
に
一
定
枚
数
の
指

定
ご
み
袋
を
現
物
支
給
す
る
支
援
を

行
う
ほ
か
、
災
害
等
で
出
さ
れ
た
ご

み
は
減
免
す
る
。

　
　

支
援
制
度
の
拡
大
は
、
福
祉
施
策

と
の
整
合
性
や
公
平
性
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
日
光
市
国
際
化
基
本
計
画
に
つ
い
て

三好國章議員
（志民ネット）

動画視聴▶

福田道夫議員
（日本共産党）

動画視聴▶

家
庭
ご
み
有
料
化
等
に
つ
い
て

家
庭
ご
み
有
料
化
等
に
つ
い
て

東
和
町
〜
御
幸
町
、
歩
道
整
備

進
捗
状
況
つ
い
て

東
和
町
〜
御
幸
町
、
歩
道
整
備

進
捗
状
況
つ
い
て

東和町～御幸町の歩道



問‥

①
部
活
動
の
日
数
と
時
間
帯
は
。

②
教
員
の
悩
み
や
他
の
業
務
へ
の
影
響
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
の
実
態

は
。

③
部
活
動
の
問
題
点
と
改
善
は
。

答
（
前
田
教
育
長
）‥

①
平
成
29
年
10

月
に
栃
木
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た
中
学
校
運
動
部
に
関
す
る
調
査
に

よ
る
と
、
当
市
の
中
学
校
15
校
す
べ

て
が
、
１
週
間
の
活
動
日
数
は
６
日

と
回
答
し
、
週
に
１
日
は
休
養
日
を

設
定
し
て
い
る
。

　
　

平
日
の
活
動
時
間
は
、
２
時
間
以

内
が
10
校
、
３
時
間
以
内
が
５
校
で

あ
っ
た
。
土
・
日
・
祝
日
の
１
か
月

あ
た
り
の
活
動
日
数
は
、
97
あ
る
部

活
動
の
う
ち
、
３
日
か
ら
５
日
が
全

体
の
65
パ
ー
セ
ン
ト
、
６
日
以
上
が

35
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
活
動
時
間
は
、

３
時
間
以
内
が
全
体
の
35
パ
ー
セ
ン

ト
、
３
時
間
以
上
が
65
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
。

②
部
活
動
の
指
導
上
の
悩
み
は
、
競
技

経
験
が
な
く
指
導
も
出
来
な
い
が
全

体
の
18
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
部
活
動
の

指
導
に
よ
り
約
半
数
の
教
員
が
他
の

問‥

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
は
。

②
当
市
に
お
け
る
小
中
連
携
・
一
貫
教

育
の
現
状
と
課
題
は
。

③
Ｎ
Ｉ
Ｅ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
進
は
。

答
（
前
田
教
育
長
）‥

①
市
で
は
、
学

校
と
地
域
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
観
点
の
も
と
、
平
成
23
年
度
か

ら
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
各
学
校
に
地
域
教
育
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
学
校
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
学
校
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　

今
後
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
小
規
模
校

が
多
く
地
理
的
な
特
性
を
持
つ
当
市

に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
研
究
し

て
い
く
。

②
平
成
25
年
に
作
成
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
基
づ
き
、
中
学
校
区
ご
と
に
特

色
あ
る
連
携
・
一
貫
教
育
を
実
施
し
、

そ
の
有
効
性
を
研
究
し
て
い
る
。
現

在
、
小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
の
交

流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
教
員
の
指
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導
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
教
員
の
意
識
や
指

導
に
改
善
が
見
ら
れ
る
な
ど
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
一
方
、
研
修
や
行
事
等
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
連
絡
調
整
や
移
動

時
間
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
研
究
成
果
を
も
と
に
、
中

学
校
区
ご
と
に
９
年
間
を
見
通
し
た

教
育
活
動
を
示
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
し
、
実
施
す
る
な
ど
小
中

連
携
・
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

③
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
学
校
で
新
聞
を
教
材
と

し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
で
、
全
国

学
力
調
査
な
ど
か
ら
、
児
童
生
徒
の

読
解
力
と
新
聞
の
閲
覧
頻
度
に
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、

新
学
習
指
導
要
領
に
そ
の
活
用
が
示

さ
れ
て
い
る
な
ど
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
、
各
学
校
で
国
語
科
や
社
会
科

の
教
材
と
し
て
新
聞
を
活
用
し
て
い

る
。

　
　

今
後
も
各
学
校
で
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
読
解
力
等

の
学
力
向
上
に
向
け
て
指
導
の
充
実

に
努
め
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

業
務
に
影
響
が
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
ま
た
、
半
数
以
上
の
教
員
が
部

活
動
を
負
担
に
感
じ
、
そ
の
半
数
以

上
が
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い
と
回

答
し
て
お
り
、
部
活
動
は
教
員
の
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

③
国
が
示
し
た
運
動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

骨
子
案
と
当
市
の
実
態
を
比
較
す
る

と
、
休
養
日
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

や
活
動
時
間
が
長
い
こ
と
に
問
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
改
善

の
た
め
、
各
学
校
で
土
・
日
・
祝
日

の
休
養
日
を
増
や
す
取
り
組
み
や
技

術
的
な
指
導
を
す
る
外
部
指
導
者
を

依
頼
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

問‥

市
の
部
活
動
の
適
切
な
運
営
等
の

方
針
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
（
前
田
教
育
長
）‥

国
が
示
す
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
県
教
育
委
員
会

が
策
定
す
る
が
、
中
学
校
体
育
連
盟

の
動
き
を
見
な
が
ら
、
校
長
会
と
連

携
し
策
定
し
て
い
く
。　
　

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
猫
の
（
フ
ン
・
尿
）
被
害
対
策
に
つ

い
て

一
　
般
　
質
　
問

荒川礼子議員
（公明党）

動画視聴▶

齊藤正三議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

日
光
市
の
中
学
校
部
活
動
の

問
題
に
つ
い
て

日
光
市
の
中
学
校
部
活
動
の

問
題
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て



問‥

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
は
。

②
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
養
成
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手

と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
育
成
の
取

り
組
み
と
成
果
は
。

④
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
取

り
組
み
と
成
果
は
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）‥

①
第
２
次
日
光

市
総
合
計
画
の
中
に
市
民
と
の
協
働

を
位
置
付
け
、
５
つ
の
施
策
の
方
向

を
掲
げ
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

市
民
自
治
意
識
の
向
上
や
市
民
自
治

の
実
現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
の
点

で
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
。

②
協
働
を
担
う
人
材
の
育
成
と
し
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
日
光
活
学
舎
事
業

を
開
始
し
た
。
５
年
間
で
５
６
２
名

が
受
講
、
平
成
26
年
度
に
は
受
講
生

有
志
に
よ
る
市
民
団
体
が
２
つ
設
立

さ
れ
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
日
光
創
新
塾
で
も
、
平
成
28

年
度
に
受
講
生
に
よ
る
市
民
団
体
の

設
立
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
青
少
年
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の
う
ち
、
除
雪
機
械
が
不
足
し
て
い

る
事
業
者
へ
貸
与
し
て
い
る
。　

　
　

ま
た
、
近
年
業
務
の
受
託
困
難
な

事
業
者
が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
に
あ

り
、
除
雪
要
員
の
確
保
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
捉
え
て
い
る
。

③
体
の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
な
ど
雪

か
き
困
難
な
方
へ
の
対
応
は
、
可
能

な
限
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
共
助
を
お

願
い
し
て
い
る
。
市
は
、
そ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
高
齢
化
集

落
の
自
治
会
へ
の
小
型
除
雪
機
の
貸

し
出
し
な
ど
公
助
を
行
っ
て
い
る
。

④
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
の
際
に
指
定

路
線
の
作
業
完
了
後
、
市
民
生
活
に

支
障
を
来
す
路
線
の
除
雪
を
行
っ
た

経
緯
が
あ
り
、
避
難
所
の
進
入
道
路

も
同
様
の
取
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
路
線
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

⑤
歩
道
の
除
雪
は
、
原
則
と
し
て
地
域

の
方
々
の
共
助
に
よ
る
作
業
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
歩
行
が
著
し
く
困

難
と
な
る
よ
う
な
積
雪
が
あ
っ
た
場

合
は
、
市
に
お
い
て
公
助
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
日
光
市
の
低
炭
素
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て

問‥

①
豪
雪
地
帯
と
特
別
豪
雪
地
帯
の

相
違
点
と
指
定
基
準
は
。
ま
た
、
特

別
豪
雪
地
帯
指
定
の
要
望
の
有
無
は
。

②
市
が
保
有
す
る
除
雪
機
械
の
台
数
と

配
置
の
方
法
、
除
排
雪
要
員
確
保
の

現
状
は
。

③
除
雪
が
困
難
な
方
へ
の
対
応
は
。

④
豪
雪
に
よ
る
災
害
時
の
避
難
場
所
等

へ
の
進
入
路
の
確
保
は
。

⑤
歩
道
の
除
排
雪
対
策
は
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）‥

①
年
間
の
平
均

積
雪
積
算
値
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、

豪
雪
地
帯
は
国
土
審
議
会
の
意
見
を

求
め
た
う
え
、
特
別
豪
雪
地
帯
は
国

土
審
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
さ
れ

る
。

　
　

市
で
は
、
日
光
、
藤
原
、
栗
山
の

各
地
域
が
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受
け

て
い
る
が
、
特
別
豪
雪
地
帯
は
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
要
望
を

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

②
市
は
15
台
の
除
雪
機
械
を
保
有
し
、

配
置
先
は
今
市
地
域
２
台
、
日
光
地

域
３
台
、
藤
原
地
域
２
台
、
足
尾
地

域
４
台
、
栗
山
地
域
４
台
で
あ
る
。

主
に
幹
線
道
路
な
ど
の
受
託
事
業
者

　

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
目
的
に
、

年
代
別
に
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

③
平
成
27
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正

で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
に
よ
る
生
活
支
援
が
可
能
と
な
っ

た
。
市
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
従
来
の
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
を
引
き
継
ぐ
形
で
総
合
事
業

を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

新
た
な
住
民
主
体
の
集
い
の
場
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

④
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
で
具
現
化
さ
れ
て
い
く

も
の
と
捉
え
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

地
域
福
祉
に
関
す
る
事
業
や
制
度
の

周
知
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
た
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研

修
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
若
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
醸
成
に
向

け
、
資
質
の
向
上
と
視
野
の
拡
大
を

図
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
見
守
り
そ

ば
ネ
ッ
ト
事
業
の
実
施
に
よ
り
室
内

で
倒
れ
て
い
る
方
を
発
見
し
、
人
命

救
助
に
至
っ
た
事
例
に
つ
な
が
っ
た
。

一
　
般
　
質
　
問

山越一治議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

野沢一敏議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

日
光
市
の
豪
雪
・
積
雪
の

被
害
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て

日
光
市
の
豪
雪
・
積
雪
の

被
害
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て

市
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

除雪作業の様子



問‥

①
道
徳
教
科
化
へ
の
対
応
の
進
捗

状
況
、
障
が
い
者
理
解
の
た
め
の
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組
み

は
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
の
進

捗
状
況
は
。

③
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
進
捗

状
況
は
。

④
少
子
化
対
策
に
お
け
る
若
者
の
心
の

教
育
は
。

⑤
中
高
年
層
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

⑥
転
入
者
へ
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

育
は
。

⑦
物
を
大
切
に
す
る
心
の
倫
理
実
践
は
。

答
（
前
田
教
育
長
）‥

①
現
在
、
各
学

校
で
新
た
な
授
業
計
画
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。
評
価
の
在
り
方
は
校
長

会
で
説
明
し
、
各
学
校
で
の
研
修
会

の
実
施
な
ど
、
着
実
に
準
備
を
進
め

て
い
る
。
な
お
、
道
徳
の
授
業
で
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
る
。

②
平
成
32
年
度
に
運
用
の
完
全
実
施
を

迎
え
る
た
め
、
そ
の
目
的
や
内
容
の

周
知
を
始
め
た
。
今
後
は
、
教
材
の

問‥

①
主
要
地
方
道
今
市
氏
家
線
（
通

称
東
町
通
り
）
の
沿
道
街
路
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

②
道
路
拡
幅
事
業
は
県
事
業
で
あ
る
が
、

市
の
関
わ
り
は
。

③
将
来
構
想
に
つ
い
て
、
事
業
完
了
後

の
姿
は
。

答
（
阿
部
建
設
部
長
）‥

①
県
が
主
要

地
方
道
今
市
氏
家
線
と
一
般
県
道
下

今
市
停
車
場
線
の
拡
幅
事
業
を
実
施

し
、
市
が
商
店
街
の
持
続
性
を
目
的

に
道
路
整
備
と
一
体
的
に
行
う
沿
道

整
備
街
路
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

県
の
事
業
は
、
全
体
の
事
業
用
地
の

う
ち
、
今
市
氏
家
線
が
47
パ
ー
セ
ン

ト
、
下
今
市
停
車
場
線
は
全
て
の
用

地
取
得
が
完
了
し
、
平
成
30
年
度
は

下
今
市
停
車
場
線
の
電
線
共
同
溝
工

事
に
一
部
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
の
事
業
は
、
８
つ
の
事
業
エ
リ
ア

の
う
ち
、
２
つ
の
エ
リ
ア
が
平
成
30

年
度
に
完
了
す
る
。

　
　

今
後
の
見
通
し
は
、
県
の
事
業
は

平
成
31
年
度
、
市
の
事
業
は
平
成
32

年
度
に
完
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、
一

部
地
権
者
と
の
協
議
が
難
航
し
て
い
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る
た
め
、
県
、
市
の
事
業
と
も
遅
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

②
日
光
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
に
掲
げ
た
商
店
街
の
持
続
性
の
目

標
達
成
に
向
け
、
県
の
道
路
拡
幅
事

業
に
あ
わ
せ
、
市
が
沿
道
整
備
街
路

事
業
を
一
体
的
に
進
め
て
い
る
。
市

は
、
県
と
の
事
業
調
整
、
地
域
へ
の

説
明
、
用
地
交
渉
さ
ら
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
周
辺
自
治
会

で
構
成
す
る
駅
間
及
び
そ
の
周
辺
街

づ
く
り
協
議
会
と
と
も
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

③
歩
い
て
楽
し
い
歩
行
空
間
の
整
備
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
へ
の
回
遊
性
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の
再

生
と
日
常
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

あ
わ
せ
持
っ
た
、
地
域
住
民
等
が
日

常
的
に
足
を
運
ぶ
環
境
づ
く
り
の
推

進
を
め
ざ
し
、
早
期
完
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問‥

事
業
区
域
外
の
道
路
西
側
を
含
め

た
整
備
の
考
え
は
。

答
（
建
設
部
長
）‥

①
現
在
の
事
業
計

画
で
進
め
る
が
、
必
要
性
が
生
じ
れ

ば
事
業
変
更
の
検
討
も
想
定
し
て
い

る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
そ
ば
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

開
発
や
指
導
事
例
集
の
整
備
を
進
め

る
。

③
平
成
27
年
度
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
の

取
り
組
み
を
実
施
し
、
市
内
す
べ
て

の
学
校
で
授
業
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
。
今
後
は
、
児
童
生
徒
の

資
質
能
力
を
育
成
す
る
取
り
組
み
状

況
等
を
確
認
・
指
導
す
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
。

④
地
元
を
愛
す
る
若
者
を
つ
く
る
こ
と

を
日
光
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

⑤
中
央
公
民
館
で
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
杉
並
木
大
学
校
を
開
設
し
、
各
公

民
館
で
も
様
々
な
世
代
を
対
象
に
学

習
意
欲
の
充
足
に
関
わ
る
講
座
・
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。

⑥
各
自
治
会
長
会
の
総
会
な
ど
様
々
な

機
会
を
捉
え
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
な
が
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
な
ど

を
図
る
。

⑦
不
要
と
な
っ
た
制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
は
、
保
護
者
に
よ
る
自
発
的
な

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
捉
え
て
い

る
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
地
域
産
業
政
策
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問

加藤　優議員
（市民の力）

動画視聴▶

斎藤信夫議員
（光風）

動画視聴▶

沿
道
街
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

沿
道
街
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

人
材
育
成
に
つ
い
て

人
材
育
成
に
つ
い
て

主要地方道今市氏家線



問‥

福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
中
で
、
民
生
委
員
の
果

た
す
役
割
は
重
要
か
つ
、
そ
の
責
任

は
重
く
な
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
協
力
員
制
度
の

導
入
を
再
度
提
案
す
る
が
、
今
後
の

対
応
は
。

答
（
安
西
健
康
福
祉
部
長
）‥

平
成
28

年
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
議
員
か

ら
の
質
問
に
、「
改
選
後
の
民
生
委

員
児
童
委
員
の
役
員
会
で
説
明
し
、

理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
モ
デ
ル
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
旨
答
え
た
。

　

平
成
28
年
12
月
の
一
斉
改
選
後
の

役
員
会
で
、
改
め
て
協
力
員
の
設
置

に
つ
い
て
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員

の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
の
理
解
を

得
て
、
対
象
の
２
０
４
名
に
対
し
、

平
成
29
年
７
月
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　
　

平
成
23
年
度
の
調
査
で
は
、
補
佐

役
制
度
の
意
向
を
確
認
す
る
内
容
だ

っ
た
が
、
今
回
は
、
具
体
的
な
制
度

の
実
施
を
視
野
に
、
候
補
者
の
選
任

を
前
提
と
し
た
希
望
を
確
認
す
る
内

容
と
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
、
協
力
員
の
設
置
希
望
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が
18
名
、
希
望
し
な
い
が
１
８
２
名
、

判
断
で
き
な
い
が
４
名
で
、
協
力
員

設
置
の
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

協
力
員
の
選
任
が
難
し
い
と
の
意
見

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
回
答
に
あ
た

り
、
協
力
員
が
行
う
業
務
が
明
確
で

な
く
、
民
生
委
員
と
同
様
の
業
務
を

行
う
も
の
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
具

体
的
な
人
選
が
難
し
い
と
感
じ
た
こ

と
な
ど
が
影
響
し
た
た
め
と
想
定
す

る
。

　
　

今
後
は
、
民
生
委
員
が
必
要
と
し

て
い
る
支
援
の
内
容
を
改
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
協
力
員
の
業
務
を
明

確
化
し
、
協
力
員
の
有
効
性
に
関
す

る
理
解
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
努
め
る
。

問‥
前
回
、
モ
デ
ル
的
に
実
施
で
き
れ

ば
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
。

答
（
斎
藤
市
長
）‥

身
分
や
報
酬
な
ど

課
題
が
あ
る
。
引
き
続
き
検
討
を
重

ね
、
制
度
を
確
立
し
た
う
え
で
導
入

で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
向
け
た
基

本
的
計
画
の
進
捗
状
況
は

○
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
実
施
と
子

ど
も
貧
困
対
策
推
進
計
画
策
定
を

一
　
般
　
質
　
問

福田悦子議員
（日本共産党）

動画視聴▶

平成30年 第３回
日光市議会定例会会期日程予定
【会期  ５月31日（木）～６月20日（水） 21日間】

月/日

5/21

5/31

6/4

6/7

6/8

6/11

6/13

6/14

6/15

6/20

曜日

月

木

月

木

金

月

水

木

金

水

会期日程

本　会　議

本　会　議

付託委員会

付託委員会

付託委員会

本　会　議

本　会　議

本　会　議

本　会　議

※この予定は変更となる場合がありますので、
　議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。
　問合せ先　０２８８－２１－５１４０ （議会事務局直通）

備　　　考

陳情締切（17時）

（開会）上程・説明

委員会付託

議案等審査

議案等審査

議案等審査

一般質問

一般質問

一般質問予備日

（閉会）採決

　「遠いので傍聴にいけない」「忙しくて行
く時間がない」といった方のために、定例
会の様子をインターネット上で生中継して
います。また、生中継の終了後１週間程度
で録画映像を掲載しています。
　インターネットに接続している自宅など
のパソコンやタブレッ
ト端末、スマートフォ
ンなどでいつでも見る
ことができますので、
ぜひ議会の
様子をご覧
ください。

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に

協
力
員
制
度
導
入
を

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に

協
力
員
制
度
導
入
を
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

平成30年度予算は総額712億1342万円でスタート

予算審査特別委員会

分科会審査は４日間の日程で行い、採決の結果、すべて原案のとおり可決し、23日の本会議に報告しました。

　本委員会は、平成30年度日光市予算についての審査を行うことを目的に、議長を除く全議員で構成し、審
査にあたっては４つの分科会（総務・市民福祉・産業観光・教育建設水道）を設置した上で、各分科会で
詳細な審査を行いました。
　なお、各分科会に所属する分科員は各常任委員会の委員と同じです。

審査
報告

Ｑ：家庭ごみ有料化に伴い、不法投棄の
増加が懸念されるが。

Ａ：各自治会に、ごみステーションを清
掃する際に使用できるよう、ボラン
ティア袋を配付している。なお、不
法投棄がひどい状況となれば、職員
による現場での指導や、廃棄物監視
員などとも手分けしながらごみス
テーションの管理に当たっていく。

家庭ごみ有料化・産業観光分科会
Ｑ：（仮称）ふくろうの森手塚登久夫石彫館運
営は直営で、全額市の持ち出しということ
だが、収益事業は考えられないか。

Ａ：収益を得る手段としてカフェやショップの
併設を検討したが、設備投資や食品衛生法
上の基準をクリアするためには相当な時間
や経費がかかる。また、近隣の飲食店との
競合性を考え、カフェ等を併設せず運営す
ることを考えている。なお、収益にはなら
ないが、障がい者施設の物販等の要望があ
れば柔軟に対応したい。

文化振興・教育建設水道分科会
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審
査
特
別
委
員
会

■ 30年度一般会計は
　　　　　　対前年比で0.6％減
　義務的経費や継続事業を計上する骨格
予算を基本としながらも、市民サービス
の維持向上に必要な政策的経費について
計上し、一般会計予算総額は466億円
で前年比0.6％減となりました。特別会計・
企業会計と合わせ、総額712億1342万円、
前年比4.3％減の予算となりました。

■ 審査にあたって
　議会としては、市民生活がより良いも
のになることを第一と考え、議会が活動
を通して訴えてきたことが「どのように新
年度予算に反映されるのか」「どのように
施策に生かされるのか」といった視点の
もと、審査を行いました。
　一般会計予算における歳入の質疑は５
件、歳出の質疑は78件、このほか、特
別会計や企業会計についても質疑を行い
ました。

Ｑ：結婚支援事業の成果と事業強化をどう図っ
ていくのか。

Ａ：比較的所得の高くない若年層カップルの新
婚家庭の経済的負担を軽減するため平成29
年度から始まった事業である。平成30年2
月末現在の実績として12件認定した。

　　平成30年度は結婚を迷っているカップル
に結婚に踏み切ってもらう方向で周知を図
りたい。

　※結婚支援事業（結婚新生活支援補助金）
　　･･･結婚して市内で新生活を始める新婚世
帯に、新居の購入費や家賃、引越費用の一
部を補助

結婚支援・総務分科会
Ｑ：市税などのコンビニ収納の利用状況
は。

Ａ：コンビニ収納件数の全体に占める割
合は、平成28年度一般会計では25.9
％で、平成27年度に比べて2.9ポイ
ント上昇している。利便性が高いこ
とから平成29年度も伸びており、
平成30年度予算では主にコンビニ
収納手数料の費用などを増額した。

コンビニ納付・市民福祉分科会

歳 出

◇主な質疑と答弁◇◇主な質疑と答弁◇

歳 入

児童扶養手当

Ｑ：児童扶養手当の制度改正による影響は。
Ａ：所得制限限度額の引上げによって、68名の方が
一部支給から全部支給になると予想しており、
総額で約400万円の増額を見込んでいる。また、
今までの年３回支給が平成31年11月支給から
隔月の年６回支給に変更になる。今後、該当す
る方への周知を徹底していく。

　※児童扶養手当･･･父または母と生計を同じくし
ていない児童を養育している家庭（ひとり親家
庭）等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉
の増進を図ることを目的として支給される手当

　　【所得制限限度額の引き上げ
　⇒ 収入ベース130万円から160万円に引き上げ】
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意
見
書
等
／
お
知
ら
せ

【提出先】衆議院議長・参議院議長・
　　　　　内閣総理大臣・外務大臣

　2017年７月７日、国連本部において122か国の
賛成により「核兵器禁止条約」が採択されました。
しかし、この条約の採決に至るまでの過程において
浮き彫りにされた核保有国と非核保有国との溝は、
国際社会の核兵器廃絶に向けた取組みの妨げになる
ことが懸念されています。
　核兵器廃絶のため、世界中の紛争や緊張関係にあ
る国々の安全保障上の課題に対し、軍事力によるの
ではなく、国と国の協調と信頼による戦争の抑止力
を高めることも必要です。
　核兵器廃絶のために、唯一の戦争被爆国である我
が国が先頭に立ち、対話を通し具体的な軍縮への歩
みを着実に進める取組みを一層強化することを求
め、意見書を国に提出しました。

核兵器の全面的廃絶に向けた取組みと
全ての国々が核兵器禁止条約に参加
できるような国際社会の構築に向けた
役割を担うことを求める意見書

【提出先】日光市長

　栃木県教育委員会が平成29年11月に策定
した第二期県立高等学校再編計画では、当市
内にある日光明峰高等学校が県の周縁部に位
置する適正規模未満の特例校として位置づけ
られ、平成30年度から２学級特例校となり
ます。特例校は２学級での生徒募集開始から
３年目以降、入学者が２年連続して募集定員
の３分の２未満となった場合、原則統合など
を行い募集を停止する内容となっており、冬
季スポーツで活躍し伝統ある同校の廃止が危
ぶまれています。また、地域から学校がなく
なることは地域の衰退と人口減少につながる
懸念もあります。
　市は市長を中心とした担当部局職員と市
民、有識者で組織する「仮称：日光明峰高等
学校を存続させる会」を早急に立ち上げ、市
長主導により栃木県と連携しながら多くの生
徒が入学を望む学校となるよう具体的支援を
押し進めることを市長に強く求めました。

栃木県立日光明峰高等学校への
支援を求める決議

政治倫理審査委員会審査結果
　市議会では、阿部和子議員の言動が威圧的であったこと、ＮＰＯ法人の運営への介入があったことを訴
える議会への手紙の提出を受けました。
　そのため、日光市議会政治倫理条例に基づく審査等を行い、結果報告を受けた議長が、阿部和子議員に
対し、議会への手紙の提出者に対する謝罪を勧告しましたので、その経緯と審査結果をお知らせします。

経緯経緯経緯
　市施設の指定管理者であるＮＰＯ法人の臨
時職員２名から、阿部和子議員の言動が威圧
的であり、ＮＰＯ法人の運営に介入している
ことを実名で訴える議会への手紙の提出があ
りました。
　議長はこの２通の手紙の内容を重く受け止
め、副議長とともに、数回にわたり阿部和子
議員と面談し、手紙に書かれた内容の事実確
認や手紙の提出者に対する謝罪の意思を確認
しました。
　その後、議員３名の連署による審査請求が
出され、議長は政治倫理審査委員会を設置し、
阿部和子議員の言動の倫理基準違反の有無、
違反している場合の必要な措置を審査依頼し
ました。

　委員会では、阿部和子議員の言動が日光市議会
議員として相応しいものであったのかを主眼とし
て、議会への手紙の提出者２名に対する調査、阿
部和子議員に対する調査等を行いました。
　調査の結果、阿部和子議員に悪意はなく、むし
ろ市の施設やＮＰＯ法人を考えてのことだと思わ
れるが、その言動は議会への手紙の提出者に威圧
的と感じさせ、ＮＰＯ法人の運営に介入するもの
であったと判断しました。
　結論として、阿部和子議員の言動は倫理基準に
違反し、日光市議会の品位と名誉を損なう行為で
あり、議会への手紙の提出者に対する謝罪を勧告
することが必要であると議長に報告しました。
　議長はこの報告を受け、３月３０日に阿部和子
議員に対し、謝罪を勧告しました。

審査結果審査結果審査結果
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平成29年度 行政調査特別委員会 視察報告

新潟県新潟市

新潟県長岡市

東京都台東区

愛知県半田市

愛媛県伊予市

愛媛県松山市

香川県坂出市

香川県高松市

内閣府

北海道北斗市

北海道余市町

北海道江別市

滋賀県大津市

滋賀県近江八幡市

東京都世田谷区

神奈川県小田原市

東京都荒川区

長野県伊那市

長野県中野市

新潟ニューフードバレー構想について

ながおか・若者・しごと機構設立について

都市交流事業について

マイレポはんだについて

デマンドタクシー（スマイル号）について

福祉総合窓口開設事業について

さかいで算数・数字オリンピックについて

伝統的ものづくり事業について

地方創生について

移住プロモーション基本戦略について

６次産業化の取組みについて

都市と農村の交流センター「えみくる」について

大津市協働提案事業について

市民バス運行事業について

生きづらさを抱えた若者の支援について

アクティブシニア応援ポイント事業について

MACC（マック）プロジェクトについて

体験型観光について

指定管理者制度の評価について

農業の６次産業化について

都市開発事業　オガールプロジェクトについて

（公社）認知症の人と
家族の会

（京都府京都市）
認知症があっても安心して暮らせる社会を目指しての
取り組みについて

オガール紫波（株）
（岩手県紫波町）

農業法人株式会社
エコファームジャパン
（福島県郡山市）

子育て支援施策について
市営住宅の子育て支援「子育て住まいる」について

長野県飯田市

明石市障がい者に対する配慮を促進し誰もが
安心して暮らせる共生のまちづくり条例について兵庫県明石市

◎斎藤　信夫
○筒井　　巌
加藤　雄次
斎藤　伸幸
瀬高　哲雄
粉川　昭一
三好　國章
佐藤　和之
加藤　　優
荒川　礼子
小久保光雄

◎青田　兆史
○川村　寿利
大門　陽利
鷹觜　孝委
齋藤　文明
手塚　雅己

◎山越　梯一
○生井　一郎
斎藤　敏夫
和田　公伸

◎福田　道夫
○福田　悦子

◎阿部　和子
○齊藤　正三
野沢　一敏
山越　一治

◎：班長　○：副班長

班

１

２

３

４

５

日 程 視 察 先 視 察 内 容 班 員

7月25日（火）
～26日（水）
（１泊２日）

10月23日（月）
～25日（水）
（2泊3日）

10月23日（月）
～26日（木）
（３泊４日）

10月3日（火）
～6日（金）

（３泊４日）

7月18日（火）
～１９日（水）
（１泊２日）

１１月１５日（水）
～１６日（木）
（１泊２日）

１０月1６日（月）
～１８日（水）
（２泊３日）

１１月1５日（水）
～１６日（木）
（１泊２日）

◎行政調査特別委員会の視察報告は、紙面の都合上掲載することができませんでした。
　視察報告書は、日光市議会のホームページまたは議会事務局、図書館（今市・日光・藤原）、行政センター
（日光・藤原・足尾・栗山）でご覧になれます。
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２
月
21
日
（
水
）
〜
３
月
23
日
（
金
）

の
日
程
で
開
か
れ
た
平
成
30
年
第
１
回

日
光
市
議
会
定
例
会
で
は
、
執
行
部
か

ら
提
出
さ
れ
た
52
議
案
の
う
ち
18
議
案

が
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
２
月
26
日
の
議
案
審
査
の
委

員
会
に
お
け
る
主
な
審
査
内
容
か
ら
、

栃
木
県
内
初
と
な
る
議
案
第
14
号
「
手

話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

幾
つ
か
の
質
疑
の
う
ち
、
手
話
言
語

条
例
の
周
知
啓
発
に
関
す
る
質
疑
で
は
、

担
当
者
か
ら
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ

ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
市

の
広
報
紙
で
特
集
を
組
ん
で
周
知
啓
発

を
図
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
手
話

を
使
っ
た
劇
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て

お
り
、
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
や
手
話
を
体
験
・
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
の
公
民
館
講
座
な
ど
も
実
施
し

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
手
話
啓

発
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
、
学
校
教

育
に
お
け
る
手
話
の
位
置
づ
け
に
関
す

る
質
疑
で
は
、「
福
祉
教
育
の
一
環
と

し
て
、
手
話
の
前
段
と
な
る
指
文
字
の

掲
示
や
手
話
を
練
習
す
る
ビ
デ
オ
な
ど

の
活
用
、
手
話
の
で
き
る
教
員
の
活
用

を
図
り
、
手
話
の
啓
発
や
学
び
や
す
い

環
境
を
整
え
る
。
年
間
を
通
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
は
理
解

る
な
ど
対
応
し
て
い
く
」、
ま
た
「
難

聴
地
区
の
無
償
貸
与
に
つ
い
て
、
難
聴

地
区
の
確
認
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
基
本
的
に
実
施
設
計
に
基
づ
く
範
囲

が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
、

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
対
象

と
な
る
。
個
別
に
状
況
を
伺
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

市
の
防
災
対
策
は
大
変
重
要
で
す
。
今

後
も
細
や
か
な
視
点
で
、
全
て
の
市
民

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
よ
う
求
め
ま
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
平
成
29
年
12

月
12
日
に
、
執
行
部
が
議
会
と
協
議
し

た
い
重
要
案
件
と
位
置
づ
け
、
平
成
28

年
度
か
ら
進
め
て
き
た
防
災
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
や
戸
別
受
信
機
の
貸
与
・
配
布
状

況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
１
月
か
ら
市
有
施
設
、
警
察
、
社
会

福
祉
協
議
会
及
び
要
配
慮
者
利
用
施
設

へ
順
次
貸
与
を
開
始
し
、
市
民
に
つ
い

て
は
現
在
受
付
を
行
っ
て
い
る
障
が
い

者
や
要
介
護
者
等
の
ほ
か
に
新
た
に
次

の
対
象
者
の
受
付
を
開
始
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

①
防
災
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
取
得
が
可

能
な
同
居
者
の
就
労
に
よ
り
、
災
害

情
報
を
取
得
で
き
な
い
障
が
い
者
や

高
齢
者
の
み
の
状
態
と
な
る
場
合

（
無
償
貸
与
）

②
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
難
聴
地
区
で
市

防
災
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
取
得
が
で

き
な
い
世
帯
（
無
償
貸
与
）

③
戸
別
受
信
機
購
入
希
望
者
（
有
償
配

布
）

　

委
員
か
ら
の
「
当
初
の
計
画
ど
お
り

に
音
声
が
届
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
検

証
に
つ
い
て
」
の
質
疑
に
対
し
、「
運

用
し
て
い
く
中
で
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
を
微
調
整
す

に
力
点
を
置
い
た
位
置
づ
け
と
し
、『
盲

導
犬
体
験
』
と
同
じ
よ
う
に
授
業
の
中

に
組
み
込
み
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
に
対
す
る
討
論
の
後
、
採
決
を

行
い
ま
し
た
が
、
当
委
員
会
で
は
「
手

話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
含

む
18
議
案
を
全
て
可
決
し
、
３
月
２
日

の
本
会
議
で
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
話
言
語
条
例
は
、
２
０
１
３
年
に

鳥
取
県
が
全
国
で
初
め
て
制
定
し
、
そ

の
後
、
16
県
１
０
０
市
12
町
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
栃
木
県
内
で
の
制
定
は
、

日
光
市
が
初
と
な
り
ま
す
。
福
祉
の
先

進
自
治
体
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
当

市
に
相
応
し
い
条
例
制
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
３
月
２
日
の
採
決
当
日
は
、

県
聴
覚
障
が
い
者
協
会
の
多
く
の
会
員

の
方
が
傍
聴
に
訪
れ
、
可
決
の
瞬
間
を

見
守
り
ま
し
た
。
ま
た
聴
覚
障
が
い
の

方
へ
の
配
慮
と
し
て
、執
行
部
か
ら「
議

場
に
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
た
い
」
旨

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
議
長
が
承
諾
し

た
こ
と
で
、
日
光
市
議
会
と
し
て
初
め

て
と
な
る
、
議
場
で
の
手
話
通
訳
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

活 動 報 告活 動 報 告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

議場での手話通訳の様子

屋外スピーカーと戸別受信機
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教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会
は
、（
仮

称
）
ふ
く
ろ
う
の
森
手
塚
登
久
夫
石
彫

館
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
７

月
12
日
に
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、

同
年
９
月
21
日
に
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
旧
今
市
市
出
身
の
彫

刻
家
で
あ
る
故
手
塚
登
久
夫
氏
の
親
族

か
ら
土
地
・
建
物
（
旧
旅
籠
白
川
屋
、

居
宅
、
蔵
）
及
び
美
術
品
等
の
寄
贈
を

受
け
た
こ
と
か
ら
同
氏
の
生
涯
と
作
品

の
偉
業
を
た
た
え
、
そ
の
功
績
を
後
世

に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
の

更
な
る
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
設
と

し
て
日
光
市
今
市
５
０
４
番
地
１
に
整

備
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
計
画
は
、
旧
旅
籠
白
川
屋
を
メ
イ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
、
居
宅
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
棟
、
蔵
を
サ
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

事
業
費
は
整
備
を
行
う
平
成
30
年
度

に
お
い
て
、
約
２
４
０
０
万
円
。
市
が

直
接
運
営
し
、
開
館
は
年
末
年
始
を
除

く
土
曜
日
・
日
曜
日
及
び
祝
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
入
館
料
は

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
の
委
員
会
で
は
、
施

設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
収
益
性
を

考
慮
し
将
来
を
見
越
し
た
経
営
が
で
き

る
の
か
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

平
成
30
年
度
か
ら
は
ま
た
指
定
管
理
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
。」
と
の

質
疑
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
平
成
20
年

３
月
期
決
算
に
お
い
て
指
定
管
理
者
の

債
務
超
過
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成

21
年
度
か
ら
直
接
管
理
と
し
て
い
た
。

近
年
、
会
社
の
運
営
状
況
が
安
定
し
て

き
た
こ
と
か
ら
平
成
30
年
度
か
ら
指
定

管
理
と
し
た
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
４
件
の
議
案
す
べ
て
、
委
員

会
で
は
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

審
査
し
た
結
果
は
報
告
書
と
し
て
議

長
に
提
出
し
、
３
月
２
日
の
本
会
議
で

そ
の
報
告
を
ふ
ま
え
て
審
議
し
た
結
果
、

当
委
員
会
が
報
告
し
た
と
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
を
よ
り
慎
重
に

審
議
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
常

任
委
員
会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て

産
業
観
光
常
任
委
員
会
に
は
議
案
第
16

号
、
議
案
第
35
号
、
議
案
第
36
号
、
議

案
第
51
号
の
４
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
２
月
27
日
に
行
わ
れ
た
審
査
内

容
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
16
号
「
日
光
市
ご
み
減
量
化

等
推
進
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

は
、
産
業
環
境
部
長
か
ら
条
例
制
定
の

内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
ご
み

減
量
化
等
推
進
基
金
の
財
源
に
関
す
る

質
疑
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
平
成
30
年

度
の
指
定
ご
み
袋
売
上
見
込
み
は
４
０

０
万
枚
、
そ
の
歳
入
は
１
億
４
３
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
歳
出
は
指
定

ご
み
袋
製
造
や
不
法
投
棄
・
ご
み
集
積

場
の
美
化
に
係
る
費
用
な
ど
８
２
３
６

万
７
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ

の
差
額
で
あ
る
６
０
６
３
万
３
０
０
０

円
を
基
金
へ
の
充
当
額
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
36
号
「
日
光
市
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー「
鬼
怒
川
公
園
岩
風
呂
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
、

観
光
部
長
か
ら
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、「
平
成
18
年
度

か
ら
20
年
度
は
指
定
管
理
、
平
成
21
年

度
か
ら
29
年
度
は
直
接
管
理
、
そ
し
て

画
と
の
整
合
性
か
ら
新
た
な
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
危
惧
す
る
意

見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
地
を

見
て
か
ら
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
評

価
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
９
月
に
調
査
し
た
結
果
、

同
氏
の
作
品
で
あ
る
「
梟
」
を
主
な
モ

チ
ー
フ
と
し
た
石
彫
は
力
強
さ
が
感
じ

ら
れ
、
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

明
治
10
年
に
建
築
さ
れ
た
往
時
の
佇
ま

い
を
残
す
旧
旅
籠
白
川
屋
の
建
物
は
大

変
す
ば
ら
し
く
、
い
つ
ま
で
も
滞
在
し

た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
貴
重
な
建
物
で

あ
り
、
委
員
一
同
、
同
建
物
の
保
存
と

活
用
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
平
成
30
年
11
月
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、
周
辺
施
設
で

あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
宮
尊
徳
記

念
館
、
杉
並
木
公
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
日

光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
や
小
杉
放
菴
記

念
日
光
美
術
館
な
ど
と
連
携
し
、
回
遊

を
促
し
な
が
ら
文
化
芸
術
の
振
興
を
図

る
と
の
こ
と
で
す
。

常 任 委 員 会常 任 委 員 会

産
業
観
光
常
任
委
員
会

産
業
観
光
常
任
委
員
会

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会

教
育
建
設
水
道
常
任
委
員
会

鬼怒川公園岩風呂の露天風呂

現地調査の様子
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議 会 の お も な 動 き議 会 の お も な 動 き

こ
の
広
報
紙
は
自
然
保
護
の
た
め

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

《１月～３月》《１月～３月》

▶２月26日 ○付託議案審査（産
業観光常任委員会連合審査）
▶２月26日 ○付託議案審査（産
業観光常任委員会及び教育建設
水道常任委員会連合審査）
▶２月26日 ○付託議案審査（教
育建設水道常任委員会連合審査）
▶２月26日 ○付託議案審査
▶３月６日 ○意見書案について

▶１月15日 ○高齢者福祉計画・
第７期介護保険事業計画につい
て
▶２月26日 ○付託議案審査

▶２月27日 ○付託議案審査
▶３月14日 ○日光市観光振興計
画について

▶１月18日 ○現地調査（旧三依
小学校跡地・三依公民館・三依
小学校・三依中学校）
▶２月27日 ○付託議案審査
▶３月６日 ○日光明峰高等学校
への支援に関する要望について

総務常任委員会

市民福祉常任委員会

産業観光常任委員会

教育建設水道常任委員会

議会運営委員会 広報広聴委員会
▶１月16日 ○ペーパーレス議会
システムの導入について
▶２月５日 ○議会運営委員会委
員について
▶２月14日 ○平成30年第１回定
例会について（陳情等）
▶２月16日 ○平成30年第１回定
例会について（会期日程等）
▶２月26日 ○付託議案審査
▶３月13日 ○日程追加について
▶３月23日 ○日程追加について

▶１月16日 ○日光市国土強靭化
地域計画の原案について
▶２月５日 ○国民健康保険税の
税率改定について
▶２月16日 ○第１回定例会提出
予定案件について
▶３月23日 ○日光市国土強靭化
地域計画の原案に係るパブリッ
クコメントの結果及び原案の修
正について

▶１月11日 ○１月発行議会広報
紙について
▶２月16日 ○高校生を対象とし
た議会報告会・意見交換会につ
いて
▶２月23日 ○４月発行議会広報
紙について
▶３月５日 ○「議会への手紙」
について
▶３月23日 ○「議会への手紙」
について

▶３月15日 ○正副委員長の互
選・今後の進め方・論点整理
▶３月20日 ○議会への手紙提出
者に関する調査
▶３月26日 ○審査対象議員に関
する調査
▶３月29日 ○審査結果報告書

▶３月23日 ○平成29年度行政視
察の結果について

政治倫理審査委員会

行政調査特別委員会

議員全員協議会

　

今
年
の
冬
は
寒
気
が
日
本
付

近
に
流
れ
込
み
寒
い
日
が
続
き

ま
し
た
が
、
３
月
に
入
っ
て
暖

か
い
日
が
多
か
っ
た
か
ら
か
、

２
月
の
遅
れ
を
一
気
に
取
り
戻

す
形
で
、
さ
く
ら
前
線
も
北
上

を
続
け
、
ま
も
な
く
北
海
道
へ

上
陸
で
す
。

　

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
気
に
誘

わ
れ
て
身
も
心
も
軽
や
か
に
感

じ
ま
す
。

　

一
年
の
中
で
最
も
快
適
に
過

ご
せ
る
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

人
も
動
物
も
植
物
も
活
動
が

活
発
に
な
り
、
力
が
み
な
ぎ
っ

て
い
ま
す
。

　

新
市
長
、
新
議
員
も
決
ま
り
、

す
ば
ら
し
い
、
輝
か
し
い
、
元

気
な
ま
ち
「
日
光
市
」
の
実
現

に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
・
Ｓ
）

編

集

後

記

編

集

後

記
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